
国立大学法人 豊橋技術科学大学

総合教育院 研究室紹介
 
　科学技術は、人間の生活をより快適で充実したものにしてくれる文化の極めて重要な要素であり、近
代社会の形成と発展に、重要な役割を果たしてきました。その一方で、ますます複雑化する社会と世界
は、環境問題を始め、多くの課題を私たちに突きつけています。それらを解決し、人間と世界の関係を
さらに豊かなものにするために、科学技術も新たな段階に入ることが求められています。
 
　こうした状況の中で「指導的技術者」は、自然、環境、社会、人間に関する深い知識と理解をもち、
科学技術を人間の営み総体の中に位置づけて考えられる、自立した世界観をもつことが必要であると私
たちは考えます。
 
　総合教育院は、この要請に応えるべく学部課程の一般基礎科目として、リベラル・アーツ（人文科学
・社会科学・自然科学の諸分野）及び保健体育、外国語を担当し、学術の基礎的な資質や幅広い知識、
そして現代社会に不可欠な国際性を育むことを目標としています。博士前期課程では、共通科目として
人文科学・社会科学を担当し、学部課程の教育を発展させていくことで、狭い専門にとらわれない視野
を培います。また、個々の教員は、博士後期課程の指導にも関わっています。
 
　なお、留学生に対する日本語・日本文化の教育も、本教育院の大きな特色の一つです。
 



















連絡先：

数理／文学と哲学 研究室

概要

1. ［哲学者研究］カヴァイエス（数理哲学）、バシュラール（物理学・化学の
哲学）、カンギレム（生物学・医学の哲学）といった哲学者の研究。

2. ［探偵小説研究］探偵小説の生成過程を精査。１の議論と接続。
3. ［政治思想研究］カヴァイエスの対ナチス・レジスタンス活動や

1960年代以降の政治思想の研究。

研究方法

業績

総合教育院 准教授 中村大介

数理とフィクションと共に社会・政治を考える

• ［目標］数学・科学と芸術・文学を統合的に考える哲学の構築
• ［方法］エピステモロジー（科学認識論）の考えを継承・展開

＊エピステモロジー：科学の形成・生成から哲学の問題を考える学派。

• ［展開］21世紀の現状を踏まえ、社会や政治の問題へ議論を架橋

単著：『数理と哲学——カヴァイエスとエピステモロジーの系譜』
（青土社、2021年）

博士論文で扱ったカヴァイエス研究を第一部、

数学のエピステモロジーに関する研究を第二部、
その他のエピステモロジーに関する研究を第三部
に収めています

補論に探偵小説論を加え、現在に続く私の研究の
土台となっている本です。
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